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研究成果の概要（和文）：本研究は、海外の外国語としての日本語（JFL）教育における、現地の日本語非母語
話者教師と日本語母語話者教師の協働に関する研究である。前回の科研費プロジェクト（2012-2014）では、タ
イと韓国の中等教育を対象にしたが、今回はインドネシアとオーストラリアをフィールドに教師間協働について
調査を行った。その結果、教師間協働の現状と問題点、よりよい協働のために必要となる点が明らかになった。
また、オーストラリアのバイリンガル・イマージョンプログラムを持つ小・中学校では、これまで調査を行った
国にはない教師間協働の事例が見られた。

研究成果の概要（英文）：　This is a study on collaborative language teaching between non-native 
Japanese speaker teachers and native Japanese speaker teachers in Japanese language education 
outside Japan.　The former research project (2012-2014) focused on Japanese language education at 
secondary high schools in Thailand and South Korea.This study was conducted on collaborative 
language teaching in Indonesia and Australia. 
　The findings from the research in Indonesia and Australia present current conditions and 
challenges on collaborative language teaching and important points for successful collaboration 
between native and non-native Japanese speaker teachers.　Furthermore, the study identified that 
there is a different type of collaboration in Australia, which is not practiced in the other three 
countries. 

研究分野：日本語教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
「教師の協働による言語教育（collaborative language teaching)」をテーマにしており、非常に重要で今後発
展が望まれるにもかかわらず研究が進められてこなかった日本語非母語話者教師と母語話者教師の協働について
考察している。現在「日本人教師中心」「日本国内偏重」の日本語教育において、JFL環境の日本語教育に関す
る本研究は、海外の日本語教育を知るデータとなる。また、国内の日本語教師養成及び海外の非母語話者教師を
対象にした教師研修においても、よりよい授業のための研究資料となりうる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
(1)海外の JFL（Japanese as a Foreign language）環境における中等教育の日本語教育におい
ては、現地の教員資格を持つ日本語非母語話者教師（NNT）が指導の中心となるが、最近では日
本語母語話者教師（NT）が NNT と共に教えるようになってきた。このような教育現場では、NNT
と NT が共に働き成長し合う教師間協働が必然的であると考えられる。 
しかし、日本語教育においては「学習者間」の協働研究及び協働実践は行われているが、教
師間協働に関する研究は、非常に限られている。特に、この数年間で東南アジアを中心に中等
教育の学習者が急増しており、指導にあたる NT も増加している。したがって、ますます NNT
と NT の協働が求められるため、教師間協働の研究は喫緊の研究課題であった。 
 
(2)これまでの教師間協働の研究（H24-26 年度 基盤研究（C）「海外における日本語非母語話者
教師と母語話者教師の協働に関する基礎研究」代表：門脇薫）では、特に NT の数が多い韓国と
タイの高校に焦点をあて、教師間協働の実態を知るべく、文献調査及び NT/NNT の双方を対象に
質問紙調査及び聞き取り調査を実施した。 
本研究では、長年日本語母語話者と NNT のティームティーチング（TT）の実績があるオース
トラリア、また中等教育の学習者数が多いインドネシアを研究対象とし、引き続き教師間協働
に関する研究を行うこととした。 
 
２．研究の目的 
海外の JFL（Japanese as a Foreign language）環境にある中等教育の日本語教育において、
日本語非母語話者教師（NNT）と母語話者教師（NT）の教師間協働のより一層の充実化を図るた
めに、特に英語圏の国で、これまで NNT と日本語母語話者との TT の実践を行ってきたオースト
ラリアと、最近中等教育の学習者数が急増し、今後急速に教師間協働が発展するであろうイン
ドネシアを対象とし、教師間協働の実態を調査し、よりよい教師間協働の方法論について考察
する。 
 
３．研究の方法  
(1)文献収集・資料収集 
 海外の初等・中等教育における日本語教育、教育政策、外国語教育政策等について、文献及
び資料収集 
 
(2)教師間協働に関する先行研究 
 外国語教育における教師間協働、ティームティーチング、母語話者教師・非母語話者教師、
Native-speakerism に関する先行研究 
 
(3)海外調査 
 オーストラリアとインドネシアの日本語教育における教師間協働に関する調査 
① オーストラリア・インドネシアの中等教育における TT の調査 
② オーストラリアの初等・中等教育における教師間協働に関する調査 
→学校訪問、授業観察、NNT/NT を対象に聞き取り調査 
 
４．研究成果 
(1)研究経過 
 平成 27 年度から 30年度の 4年間にわたり、文献収集・資料収集・海外調査・研究成果発表
等の一連の研究活動を行った。 
 1 年目には、海外の中等教育における日本語教育の資料収集、及び教師間協働に関する先行
研究を行った。また、オーストラリアの中等教育機関を訪問し情報収集を行い、予備調査を実
施した。2 年目も、引き続き海外の中等教育における日本語教育の情報・資料収集を行い、収
集したデータの整理・分析を行った。更にインドネシアでの中等教育機関において調査を実施
した。3年目も引き続き、収集したデータの整理・分析を行った。 
研究を開始した当初は 3 年間の研究期間であったが、1 年延長し 4 年目にもオーストラリア
で調査を実施した。3 年目にオーストラリアでの調査実施のための手続きが遅れたこと、また
研究代表者の門脇が長期研究出張でオーストラリアに 1年滞在することになり、より広く研究



することが可能になったことによるものである。最終年度はこれまでの調査のデータ分析を引
き続き行い、それぞれの研究成果を国内及び海外における学会やシンポジウム等で発表し、論
文にまとめた。 
 
(2)教師間協働の段階 
 国際交流基金の「2012 年海外日本語教育機関調査」によると、JFL 環境にある日本以外の国
や地域で日本語を学習する学習者数は約 398.6 万人である。これらの学習者の多くは 中等教育
で学ぶ学習者で全体の 52.1%を占めており、日本国外の日本語教育において重要な位置づけに
ある。全学習者数のうち中等教育の学習者数が多い国は、順にインドネシア・韓国・オースト
ラリア・台湾・タイである。全学習者数のうち中等教育の学習者数の割合は、台湾（36.5%）よ
りタイ(68.1%)の方が高い。これらの国の中等教育における日本語教育では、現地の教員資格を
持った NNT が指導の中心となるが、日本語母語話者が NNT と共に授業に入りティームティーチ
ング（TT）が行われるようになった。前回の科研費プロジェクトでは、タイと韓国を研究対象
にしたが、今回の科研プロジェクトでは、オーストラリアとインドネシアを対象にした。この
ような NNT と NT の協働は、最近になって TTが盛んに行われるようになったインドネシア、TT
の実績が長いオーストラリアのように、国によって教師間協働の段階があることがわかった（門
脇 2016）。 
 
(3)オーストラリアのバイリンガル・イマージョンプログラムにおける教師間協働 
 オーストラリアの日本語教育では、中等教育に加え初等教育における学習者数が多い。第 2
外国語として日本語が教えられているが、日本語と英語のバイリンガル・イマージョンプログ
ラムを持つ初等・中等教育機関がある。このような小学校及び中学・高校では、ある特定の科
目を日本語で教える CLIL（Content and Language Integrated Learning：内容言語統語型学習）
の手法が使われており、科目を担当する NNT と言語（日本語）を担当する NT が協働で指導にあ
たっていることがわかった。このような教師間協働の事例は、他の国では見られない新しいタ
イプの教師間協働だと言える。 
 このようなバイリンガル・イマージョンプログラムを持つ複数の小学校、中学・高校で調査
を行った結果、NNT 及び NTの役割、協働の実状、よりよい協働のために必要な点が明らかにな
った（Kadowaki 2018c,金・門脇 2018） 
 
(4)インドネシア・オーストラリアの中等教育における協働 
 前回の科研費プロジェクトでタイと韓国の中等教育で実施した調査と同様に、インドネシ
ア・オーストラリアの中等教育において NNT とアシスタントとしての NT による協働に関する調
査を行った。このような学校では、NNT と NT が二人一緒に授業に入り TT をしている。両国で
の調査の結果、TT による協働における NNT と NT の役割、また TT を実施していく上での問題点
及びよりよい協働のために必要な点が明らかになった（Kadowaki 2018a,Kadowaki 2018b）。 
 
(5)本研究におけるオーストラリア及びインドネシアでの調査によって得られた知見は、他の国
の中等教育の日本語教育において応用することが可能である。 
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